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エイジフレンドリーについて
少子高齢化に伴う労働力の確保や社会保障制度改革が急がれる中、働く高齢者
は増加の一途をたどっています。ただ、労働災害の発生状況に目を向けると、60
歳以上の死傷災害が全体の3割近くを占めるなど、高齢者の労働災害防止対策が
喫緊の課題となっています。

高齢者の特性に配慮した職場とは

エイジフレンドリー職場を目指すことは、全ての労働者が安全で健康に働ける快
適な環境を整えることにほかなりません。ハード・ソフト両面からの対策と、そ
れを後押しする施策・支援が求められています。



エイジフレンドリー（現状について）



エイジフレンドリー（求められる取り組み）

＜事業者＞

１．安全衛生管理体制の確立
２．職場環境の改善
３．高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
４．高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応
５．安全衛生教育

＜労働者＞

○自らの身体機能や健康状況を客観的に把握し、健康や体力の維持管理に努める
○日頃から運動を取り入れ、食習慣の改善により体力の維持と生活習慣改善に取り組む



安全衛生管理の基本的体制及び具体的取組



以上

ご安全に！
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